
1鹿島市社協だより (2022年)130号

●
●
●
●
●
●

◎ この｢社協だより｣は、
赤い羽根共同募金の配分
を受けて発行しています

社会福祉法人

鹿島市社会福祉協議会

社協だより
130

発行日：令和４年（2022年）12月12日
●編集・発行
社会福祉法人 鹿島市社会福祉協議会
〒849-1311
佐賀県鹿島市大字高津原4326-1
鹿島市民交流プラザ（３階）
☎0954-62-2447
●印刷　鹿島印刷株式会社

コロナ禍で行われる地域に密着した多様な生活支援活動助成事業
夏休み地域食堂（ふれあい福祉食堂）

去る、令和４年８月１９日（金）、９月１７日（土）に浜新町の傍楽庵（はたらくあん）にて夏休み地域
食堂（ふれあい福祉食堂）を開催いたしました。
この事業は、「赤い羽根共同募金（佐賀県共同募金会）」の支援を受け、コロナ禍において、生活
環境が厳しさを増す、ひとり親世帯や高齢者等への地域に密着した生活支援活動の一環として、
鹿島市社会福祉協議会が、市民団体（ボランティア等）と連携して行いました。
今回、調理を担っていただいた「ボランティアＤＩＷＡ」さんはじめ、運営スタッフの皆様には、ご
協力していただき大変、有難うございました。
今後、傍楽庵は、災害支援サテライトスペースとして地域の「居場所」として、子どもたちや高齢
者の「集いの場」となるように地元（浜地区）とも連携して有効活用していきたいと計画しており
ます。なお「ふれあい福祉食堂」は年度内、1月を除いて毎月開催の予定です。
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１．社会福祉を目的とする事業の企画及び実施
（１）理事会（4回開催）・評議員会（２回）・評議員選任解任委員会（１回）・監事会（２回）の開催
（２）苦情相談の受付及び解決状況（0件）
（３）財政基盤の強化

①社協会員の加入促進 【会費募集総額 ５，１５５，５００円】
②地域福祉活動促進のための財源確保 【寄付・売上等総額 ７，６２９，７１８円】
寄付金の受付（香典返し寄付金・篤志寄付金・福祉バス利用寄付金・福祉用具借用寄付金）
ほっとスポット（バザー販売所）の設置、書き損じハガキ募集

２．社会福祉に関する活動への住民の参加のための援助　
（１）ふれあいいきいきサロンの設置推進と強化  【１１０地区】（うち会食会開催数３５地区）
（２）高齢者食生活改善事業（会食会）の拡充（市受託事業） 【３５地区】
（３）愛の一声ネットワーク実践区の設置推進（市受託事業） 【３１地区１１２ネット】
（４）老人福祉センター活用事業「趣味づくり健康づくり教室（日本舞踊教室）」の開催

３．社会福祉を目的とする事業に関する調査、普及、宣伝、連絡、調整及び助成
（１）広報誌「社協だより」の発行（年１回）
（２）ホームページの運営
（３）鹿島ケーブルテレビ（ネット鹿島）を活用した広報戦略（出演番組数６本）
（４）福祉団体等への助成事業 【１２団体  ７４０,０００円】
（5）地域に対しての福祉活動助成事業 【１４団体 １，１０３，０００円】

４．社会福祉を目的とする事業の健全な発達を図るために必要な事業
（１）福祉介護器具機材貸付支援事業　　　　　　　　　　　　　【貸出数 　１０１台】
（２）おもいやり推進事業（福祉用具等リサイクル斡旋事業）　　　　【成立件数　１５件】
（３）あんしんキット配布事業 【配布数　９７３人】
（４）フードバンク事業 【寄付種類：米、缶詰、レトルト食品等　配布実績３６６世帯（延べ）】
（５）制服・学用品バンク事業 【寄付物品：制服、ピアニカ、ヘルメット等　配布実績１２人（総数）】
（６）自立チャレンジサポート事業 【利用者３人、活動内容：清掃作業など】

５．保健医療、教育その他の社会福祉と関連する事業との連絡
（１）民生委員児童委員、行政などの関係機関、各市町社協との連携強化
（２）市主催の地域包括ケアネットワーク会議への出席や鹿島市要保護者等対策地域協議会実務者会議への

出席等を通して市行政や地域包括支援センターとの連携を図った。

６．共同募金事業への協力
（１）赤い羽根共同募金運動の推進 【募金総額　５,２４１，９３７円】
（２）地域福祉たすけあい募金運動の推進 【募金総額　２，３０５，６９４円】

７．福祉サービス利用援助事業　　　　　
【相談件数　６７件  利用者数　 １３人】

８．福祉資金貸付事業　※特例貸付（新型コロナ関係）
【相談件数６１１件　貸付件数４３５人　貸付額１６１，６５０，０００円】令和４年９月３０日現在

９．ボランティア活動センター運営
（１）ボランティア人財バンク事業 【登録人数　　５８人】
（２）市ボランティア連絡協議会 【登録団体　３３団体】
（３）被災地災害ボランティア活動 【職員派遣延べ人数４４人、派遣先：大町町】（令和３年８月１８日～１０月２１日）３０日間
（４）鹿島市災害ボランティアセンターの設置及び運営に関する協定の締結（令和４年４月１日）
（５）ボランティアセンターへの災害救助法に基づく一部国庫負担が適用

令和３年度 鹿島市社会福祉協議会 事業実績令和３年度 鹿島市社会福祉協議会 事業実績令和３年度 鹿島市社会福祉協議会 事業実績令和３年度 鹿島市社会福祉協議会 事業実績
（令和３年（２０２１）4月1日～令和４年（２０２２）3月31日）
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10．生活困窮者自立相談支援事業（市受託事業)　
【延べ相談支援件数　２，１７５件】
（１）こどもエール宅配事業 【１６世帯延べ７５人】
（２）クリスマス＆年越しエール宅配事業 【２６世帯延べ１０３人】
（３）日本郵便株式会社｢鹿島市内の郵便局（７局）｣とのフードバンク事業等に関する協定の締結（令和４年３月２８日）

11．生活困窮者就労準備支援事業（市受託事業）
【延べ支援回数　１６２回】

12．生活困窮者家計改善支援事業（市受託事業）
【延べ支援回数　９１回】

13．生活支援体制整備事業（市受託事業）
【協議体会議開催６回、買物応援バス１７回、シニアカフェ２９回、なでしこサロン９回】

14．福祉バス運行管理事業
【利用件数１２３件】

15．その他、この法人の目的達成のために必要な事業
（１）くらしの手続き無料相談（佐賀県行政書士会協力）【利用件数１１件】
（２）地域包括支援センターへ専門職員（社会福祉士）の派遣
（３）日本赤十字事業の推進 【一般社資募集等総額　４,４３６,０００円】
（４）ウクライナ人道危機救援金 【募金総額　４０７，０１９円】
（５）ウクライナ難民救援義援金 【募金総額　８，８３１円】

「収集ボランティア｣ のお願い
鹿島市社会福祉協議会では、「バザー用品」「フードバンク用食品」「学用品」「使用済み切

手」「書き損じハガキ」「エコキャップ」などのご寄付を広く募集しています。
これらの「収集ボランティア」でのご寄付は、地域福祉活動の資金や生活困窮者世帯への支援、

開発途上国への支援など有効に活用されます。
ご家庭で、地域で、学校で、職場で、ぜひ取り組んでいただき、ご協力ください。

○エコキャップの「収集ボランティア」のご紹介
収集してご寄付いただいた「エコキャップ」は、開発途上国の子どもたちの「ワクチン」支

援などに活用されます。

▲明倫小学校でのボランティア活動 ▲「にじいろラボ」様からのご寄付

◎各種のボランティア活動については鹿島市社会福祉協議会までお問合せください
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令和３年度 鹿島市社会福祉協議会 決算報告令和３年度 鹿島市社会福祉協議会 決算報告
　令和３年度も、みなさまのご支援・ご協力によりまして、事業を終了することができました。心
より感謝申し上げます。
　今後もみなさまと一緒に、引き続き｢みんなで支え合う福祉のまちづくり｣を進めていきたい
と思っておりますので、よろしくお願いいたします。

科　　　　目 令和 3 年度決算額 令和 2 年度決算額 前 年 度 対 比

会費収入 5,155,500 5,079,900 75,600
寄付金収入 7,629,718 6,876,363 753,355
経常経費補助金収入 9,077,672 11,674,303 △ 2,596,631
受託金収入 37,030,251 37,539,932 △ 509,681
貸付事業収入 69,000 69,000 0
事業収入 401,892 376,837 25,055
負担金収入 4,041,600 4,024,700 16,900
受取利息配当金収入 29,454 30,277 △ 823
その他の収入 1,125,192 681,956 443,236
施設整備等寄付金収入 0 313,500 △ 313,500
固定資産売却収入 227,540 0 227,540
その他の施設整備等による収入 38,480 11,630 26,850

合　　　　　計 64,826,299 66,678,398 △ 1,852,099

（ 単位：円 ）

事 　 業 　 名 令和 3 年度決算額 令和 2 年度決算額 前 年 度 対 比

法人運営事業 22,963,965 30,882,664 △ 7,918,699
各種団体助成事業 740,000 790,000 △ 50,000
福祉バス運行管理事業 1,083,043 1,500,475 △ 417,432
福祉のまちづくり事業 3,109,629 3,810,437 △ 700,808
福祉器具機材貸付支援事業 66,440 0 66,440
たすけあい資金貸付事業 82,950 0 82,950
おもいやり資金貸付事業 0 0 0
生活福祉資金貸付事業 1,833,000 2,335,000 　△ 502,000
福祉サービス利用援助事業 1,241,392 762,337 479,055
愛の一声ネットワーク事業 1,208,900 1,365,150 △ 156,250
高齢者食生活改善事業 474,351 512,082 △ 37,731
生活困窮者自立支援事業 16,505,000 16,755,000 △ 250,000
生活支援体制整備事業 16,000,000 16,000,000 0
災害ボランティア支援事業 0 1,500,079 △ 1,500,079
内部取引消去（事業間の繰入） (5,005,112) (6,121,661) 1,116,549

合　　　　　計 60,303,558 70,091,563 △ 9,788,005

（ 単位：円 ）

社会福祉協議会
（社協）のマーク
よく見ると「社」の
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 「赤い羽根共同募金」 や 「地域福祉たすけあい募金」 は、　
“自分のまち（鹿島市）をよくするため” に使われています。

「赤い羽根」の愛称で親しまれる共同募金。昭和22年にスタートした共同募金運動は、長
年にわたりたくさんの寄付者の方々にご協力いただき、70年以上続けられている募金です。
「社会福祉法」に定められた地域福祉の推進を目的に、さまざまな地域の課題解決に
取り組む民間団体を支援する「じぶんの町を良くするしくみ」として地域のさまざまな福
祉活動を支援しています。

・各行政区の公民館のテーブルや座
椅子の購入、冷暖房器具の購入、
 バリアフリー工事など
・防犯灯・外灯の取り付け、交換など
・伝承芸能の保存（提燈・のぼり旗・
はっぴの作り直し）

「赤い羽根共同募金」とは

【障がい者への支援】
・福祉団体への助成
・福祉用具（車いすなど）の貸出
・自立支援（就業支援など）

【地域福祉活動助成】

【高齢者支援】
・ふれあいいきいきサロン
・会食会（食生活改善など）
・安心キット（緊急時連絡体制）
・介護予防運動
・健康づくり教室　

【福祉バスの運行】
・サロンや老人クラブなどの視察研修
・小中学校行事
・放課後児童クラブの課外活動
・買物応援バス
・保育園などの行事
・市役所行事関連など

【ボランティア活動支援】
・保険に関する事務
・団体への支援
・災害等への支援
・人財バンク活動への支援
・民生委員さん、主任児童委員さんの活動支援

【子ども達への支援】
・フードバンク（食料支援）
・制服バンク
・学用品バンク

皆さんのご支援が、
こんなにたくさんの
『鹿島の福祉』を
支えています。

 各世帯へのお願いや街頭募金など、いろいろな方法で募金のお願いをさせ
ていただいています。どうぞご協力のほどよろしくお願いいたします。

それぞれの事業内容について、詳しくお聞きになりたい方は、遠慮なく、社協までご連絡ください。

ご協力、
本当に
ありがとうございます。皆さまからお預かりする、『温かい支援』は、鹿島市にお住まい

の皆さまへ、社協が代わって、お届けします。
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「買物応援バス」

「まちづくり懇談会」

（１）集合場所（公民館など）での乗車 （２）車中（商業施設へ移動）

○鹿島市生活支援体制整備事業（福祉のまちづくり事業）

運行エリア拡大を検討します

開催のご提案

　現在、七浦地区で毎月２回運行している「買物応援バス」のエリア拡大を検討しています。運行に必要
な地元の協力等について協議し、条件が整えば、まずは「試験運行」を実施したいと計画しています。

「買物応援バス」のエリア拡大など地域課題や地域
づくりを話し合う「まちづくり懇談会」の開催をご提
案します。
・行政区、グループなど規模、参加人数を問いません
・地域課題や「お困りごと」等について話し合います
・地域課題やニーズ、地域資源（地域の財産）を発掘
して対策を考え地域福祉の充実につなげます
・健康体操や医療、介護の講話なども開催できます

○必要な条件とは⇒運行には、次のような地域のご協力が欠かせません

※七浦地区での運行の状況（集合⇒移動⇒買物⇒帰着）概ね９時～12時で実施しています

①「買物応援バス」へのニーズ（必要性、参加登録者）があること
②運行当日の参加者のとりまとめ（期日、時間の周知、参加人数の確認等）
③買物ボランティアとして当日の支援（商品探し、レジの支援）　など

（３）買物（ボランティアさんのお手伝いで） （４）帰着（買物を終え出発場所へ）

◎お気軽に鹿島市社会福祉協議会、地域支援係
（℡０９５４-６２-２４４７）に相談ください▲ 龍宿浦（七浦）での懇談会の様子
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「シニアカフェ」

▲ 「もりの家」の外観　北鹿島（中村）

▲ カラオケルームも完備 ▲ 健康マージャンも人気

▲ 月に一度程度はミニドライブも ▲ 「なでしこサロン」の開催（月に一度）

○鹿島市生活支援体制整備事業（福祉のまちづくり事業）

・開 所 日　毎週月曜日
・開所時間　13時～16時
・利用料金　100円（１回）
・対 象 者　概ね65才以上の方（男女を問いません）
・会　　場　「もりの家」北鹿島（貝の橋バス停付近）

もりの家 利用者大募集
　多くの高齢男性の方から「誰かと話したいけど、大勢の中には行きたくない」「女性が多いグループに
は入りにくい」「もともとある集まりに行くのは苦手だ」などの声が寄せられています。
　そこで「男性が心地よいと思う居場所」「シニアカフェ」を開催しています。

　まずは、見学においでください。大歓迎です。クルマがなくても大丈夫です。必要に応じて
「送迎」のお手伝いをします。

「もりの家」では、月に一度、視覚に障がいをお持ちの方の集いの場「なでしこサロン」
も開催しています。ボランティアの皆さんと楽しい時間を過ごしていただいています。

【問合先】鹿島市社会福祉協議会、地域支援係（℡０９５４-６２-２４４７）

令和２年（２０２０年）
１１月に開設しました 男性

必見！！
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▲ホームページ

▲ 協定締結式の様子 ▲ 受入ボックス

▲LINE

生活お困りごと相談

　様々な理由で、生活にお困りの方は、どなたでもご相談できます。相談員が、あな
たのお話を聞いて、一緒に考えます。
　お話をするだけでも少し楽になるかもしれません。まずはお話を聞かせてください。
秘密は固く守られます。

こんな悩みはありませんか？

家族が
引きこもっている…

家賃や公共料金が
払えなくて

生活が苦しい…

ずっと社会に
出ていないので

就職するのが不安…

これからどうやって
生活していけばいいのか

分からない…

☎ 0954-62-2447
k-shakyo@po.asunet.ne.jp

●相談日時／月～金　8:30～17:15
●お休み／土曜日・日曜日・祝日・年末年始

相談無料

予約優先

令和 4 年 2 月 22 日に、鹿島市内の郵便局（７局）と、フードバンク事業等について、
連携して事業を推進するための協定を締結しました。各郵便局に､「物品提供受入ボッ
クス」を設置し､家庭から提供できる食料品や､学用品､バザー用品等を市民から提供い
ただき、生活困窮者に提供したり、バザー用品の売上は、地域福祉活動に活用します。

※ランドセルと制服は在庫が相当数ありますので、受付を休止しています。

日本郵便株式会社と
「フードバンク事業等に関する協定」締結！

具体的な支援としてこのような事を行います
市役所､法テラス
ハローワーク
など関係機関へ
の同行支援

フードバンク
制服バンク

就職活動の
お手伝い 福祉用具貸与

来所面接
や

自宅訪問
家計管理の
お手伝い
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　豪雨災害や地震など災害に備え｢防災教室｣や｢非常食の調理｣を体験できます。市販の｢ポリ袋｣を
使っての調理(ご飯、カレー等）、試食は特に人気があります。（※写真は七浦小学校での例）

鹿島市社会福祉協議会「ボランティア活動センター」鹿島市社会福祉協議会「ボランティア活動センター」

｢体験型の出張講座｣をご活用ください
鹿島市社協では、地域や学校、職場、グループなど市民のみなさまを対象に「体験型」の「出張講座」を開催

しています。これは、社協の「ボランティア連絡協議会」に登録していただいている各種の団体、グループから
講師や指導者を派遣して実施する事業です。
「防災教室」「災害時の非常食調理」「レクリエーション講座」「軽スポーツ体験」「健康教室」など「体験型の講
座」など多様なメニューをご提案することが出来ますのでご活用ください。

レクリエーション、軽スポーツ体験レクリエーション、軽スポーツ体験

▲ 講話「鹿島市の災害の歴史と防災」 ▲ ポリ袋炊飯の仕込み（実習）

【お願い】
講座の内容によっては、｢材料費」、｢教材費｣、｢交通費｣などの必要経費が発生する場合があります。
お気軽に｢鹿島市社会福祉協議会｣（TEL：０９５４－６２－２４４７）までご相談ください。

「防災教室」「災害時の非常食調理」「防災教室」「災害時の非常食調理」

▲ 屋外用カマドで炊飯、カレー調理 ▲ 試食（ポリ袋調理のご飯とカレー）

▲ バッゴー用具（セット）※ボード、ビーンバッグ ▲ バッゴー体験会（鹿島西部中学校）

ＳＡＧＡ２０２４国民スポーツ大会、全国障害者スポーツ大会で、鹿島市での「デモンストレーションスポーツ」です。
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山 﨑 　 正 浩
片 渕 　 成 子
(故)谷口岩雄
(故)深村ユキエ
(故)松尾勝典
原 田 　 定 廣
福 川 　 尚 子
(故)森田　茂
中 島 　 和 彦
江 口 　 良 弘
森 田 　 貞 夫
中 村 　 清
重 松 　 進
堀 　 　 勝
國 廣 　 初 男
岩 永 　 元 継
(故)吉田敏隆
岩 永 美 知 子

■追善寄付（香典返し寄付金）

■篤志寄付

善意に厚くお礼申し上げます市民の
皆様の

30,000 
20,000 
30,000 
10,000 
30,000 
30,000 
100,000 
20,000 
50,000 
30,000 
10,000 
30,000 
20,000 
30,000 
30,000 
30,000 
50,000 
30,000 

行政区 金　額お名前

高 津 原
高 津 原
執 行 分
井 手 分
末 光
馬 渡
中 川 内
南 川
筒 口
筒 口
中 尾
中 尾
奥 山
井 手
三 部
三 部
常 広
飯 田

次の方々から、心温まる善意をお寄せいただきました。
お寄せいただいた寄付金は、各種福祉事業や地域福祉活動推進に活用させていただきます。

※掲載は令和4年3月1日～令和4年9月30日受付分です。　　　　　　   

鹿島市身体障がい者福祉協会（旧）
誕生院保育園保護者職員一同
（株）宮園電工（令和３年度）
（株）宮園電工（令和４年度）
福祉サービスこころ株式会社

松本　利則
石橋　友之
伊東　ミツヱ

ー
ー
ー

11,542 
70,150 

1,000,000 
1,000,000 
100,000 

お名前 金　額

山 浦
大村方
常 広

行政区 お名前

城 内
高 津 原
高 津 原
高 津 原
東 町
西 牟 田
新 町
新 町
中 牟 田
中 牟 田
中 牟 田
横 田
横 田
若 殿 分
若 殿 分
若 殿 分
若 殿 分
納 富 分
納 富 分
納 富 分
納 富 分
行 成
行 成
行 成
行 成
執 行 分
井 手 分
馬 渡
小 舟 津

鹿島市社会福祉協議会では、市民の皆様からいただいた寄付金(香典返し等)については、
寄付をいただく際に寄付申込書にて寄付される方の意志をおうかがいしております。
寄付申込書にしたがって、下記のような公表をさせていただきます。
　①寄付者名・行政区名・金額すべて載せてもよい。
　②寄付者名、行政区名までは載せて、金額は載せなくてよい。
　③寄付者名のみ載せて、行政区・金額は載せなくてよい。
　④全て載せなくてよい。
市民の皆様のご理解を賜りますようお願いいたします。

◎寄付金の公表について

梅﨑　重信
(故)飯田忠弘
片渕　安博
(故)馬場秀子
松尾　勇一
(故)中島好男
(故)馬場友一
(故)清水邦彦
渕上　京子
(故)福田朝子
岡　　則正
今村　雅治
(故)河野靜雄
岸川　　香
渡邊　邦彦
馬場　政則
石丸　音市
(故)中島　遠
染川　秋江
(故)中村誠一郎
森田みどり
山口スエ子
佐々木慎一
(故)山口良和
吉富智都美
梶原　隆浩
神代美栄子
中島　　衛
小野原和彦

行政区 お名前

小 舟 津
小 舟 津
小 舟 津
伏 原
伏 原
中 浅 浦
中 川 内
南 川
南 川
南 川
筒 口
筒 口
筒 口
大 殿 分
山 浦
山 浦
大 村 方
鮒 越
鮒 越
久 保 山
奥 山
野 畠
野 畠
野 畠
北 舟 津
北 舟 津
北 舟 津
八 宿
八 宿

白濱　孝茂
松浦妃呂子
谷川サナエ
鍋島　大志
藤永コノヨ
森田　鶴雄
諸上　高弘
井手　政子
本田加代子
森田　恵子
迎　　次弘
寺山　康教
池田　昭彦
山本百合子
峯松　則子
有森　義久
(故)松尾シヅエ
釘尾　正己
(故)小野原ハルヱ
(故)宮﨑ミヨ
(故)三原キクエ
小池　安則
(故)山口庄一郎
峰松　重幸
中村　英敏
(故)峰松イチ
中山　清人
山口　恒子
木下　一郎

行政区 お名前

八 宿
浜 新 町
浜 新 町
本 町
本 町
中 村
中 村
森
森
森

井 手
井 手
三 部
三 部
三 部
三 部
三 部
江 福
飯 田
飯 田
音 成
音 成
小 宮 道
西 塩 屋
西 葉
嬉 野 市
ー

(故)岩永ミチエ
深川　明彦
松岡　邦子
田中日出子
吉村　咲子
(故)山口一男
(故)梅﨑利弘
平川サエ子
(故)橋本　裕
平石　好枝
橋本　泰弘
(故)溝上清治
田中　和登
(故)吉村俊子
石橋ヤス子
岩永　良司
国広誠一郎
木原　勝義
坂本　直次
斉藤　信代
北村元太郎
(故)松尾シヅエ
樋口　清人
石橋　広義
秋元　芳則
経塚めぐみ
泊岩八重子

（敬称略・単位：円）

（敬称略・単位：円）

【お詫びと訂正】
社協だより（129号）の記載記事に誤りがありました。お詫びするとともに、ここに訂正させていただきます。
■ 6ページ「令和3年度赤い羽根共同募金」協力事業者名
　（正） 富永接骨院　様
　（誤） 富永整骨院　様
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○鹿島市老人クラブ連合会情報コーナー

令和４年度　鹿島市老人クラブ連合会　所属老人クラブ（紹介）

会長あいさつ

ひ ろ ば 鹿島市老人クラブ連合会

～ 単位老人クラブ主体の活動へ ～
鹿島市老人クラブ連合会　会 長　吉 富 定 利

〒849-1311鹿島市大字高津原4326-1
鹿島市民交流プラザ（３Ｆ）

TEL　0954-62-3390（事務局）

　令和４年度から会長を務めさせていただいています。
　鹿島市老連では「仲間づくり」「健康増進」「社会貢献」を目標として、様々な活
動を行っています。
　そのためには、鹿島市老連の活動に賛同していただき、多くの高齢者の方が地
域の老人クラブ（単位クラブ）に集っていただくことが大事です。
　直面する課題として、会員の減少に歯止めをかけ、また未加入のクラブの加入
を促進し、各地域の「単位老人クラブ」の活動の活性化を応援してまいりますの
で、老人クラブの活動の輪が広がっていきますように、市民のみなさまのご支援ご
協力をお願いいたします。（高津原、昭和１４年生まれ）

No. 単位クラブ名 行政区 会員数 会長名
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22

蟻尾親交会
大手寿の会
中牟田白光クラブ
千寿会
平成会
井手分長生会
末光藤ノ森クラブ
鹿舟会
犬王袋袋寿会
東幸会
馬渡老人クラブ
浅浦睦老人クラブ
中川内友楽会
大野老人クラブ
広平老人クラブ
南川金剛クラブ
筒口愛宕クラブ
山浦万才老人クラブ
川内長生会
百寿会
誠寿会
永寿会

高津原
大手
中牟田
納富分
行成
井手分
末光
小舟津
犬王袋
東町
馬渡
浅浦
中川内
大野
広平
南川
筒口
山浦
川内
久保山
下古枝
上古枝

85
22
134
48
73
41
33
55
28
25
28
78
38
12
12
40
35
18
29
63
59
70

吉富　定利
藤永　勝之
力田　賢次
樋口　重治
西山　康資
一ノ瀬清子
福島　公隆
福田　輝凱
富永　忠明
森田　哲朗
小柳　政喜
松尾　英樹
馬場　喜彦
森　　和喜
清田　寅彦
宮崎　了一
藤山　泰爾
髙田　頴敏
橋村　弘之
熊谷　由之
野中　清吾
嬉野　通弘

No. 単位クラブ名 行政区 会員数 会長名
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44

安楽路会
第一福寿会
第二福寿会
八宿福寿会
新生寿会
あじさい会
乙丸延寿会
中村老人クラブ
清交会
寿会
無量寿会
有明老人クラブ
常広常寿会
新篭老人クラブ
龍宿浦クラブ
音成さわやかクラブ七福会
満潮会
東塩屋老人クラブ
西塩屋みちしお会
母ヶ浦琵琶岬シルバークラブ
西葉ドリーム倶楽部
大宮田尾区大寿会

※黄色枠は本部役員　　　　　　　　　会員数　2,028人

中尾
北舟津
野畠
八宿
浜新町
本町
乙丸
中村
森
土井丸
井手
三部
常広
新籠
龍宿浦
音成
小宮道
東塩屋
西塩屋
母ヶ浦
西葉
大宮田尾

51
32
28
17
17
45
64
66
100
59
121
66
77
50
36
15
32
10
41
32
31
14

山口　一見
峰松　文夫
角　　清和
永松　　彬
中島　康夫
吉牟田一郎
宮﨑　昭二
三原壽太郎
中尾　嘉彦
大隈　勝美
吉田　　稔
北村　哲也
中原　勝義
稲富　一三
中村　利幸
岡　　廣次
野中　昭彦
山口　弘隆
石橋　増男
森　　賢一
染川　　寿
光武　春次
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○鹿島市老人クラブ連合会

私の老人クラブ活動報告

　七夕飾りを通じて子ども達と交流を深め
ています。思い思いに「願い事」を書いて参
加してくれます。お互いが顔見知りになる
機会であり、安全・安心な地域社会作りに
役立てばと願っています。
　また、会員の例会のひとつとして２月は
「バレンタインデー」、３月は「ホワイト
デー」です。贈ってはお返しのプレゼント
交換があり、今から待ち遠しくて「ちむど
んどん」しています。

楽しい行事 【能古見地区】南川金剛クラブ　会長　宮崎 了一

　北鹿島地区では、有明海の「新籠
海岸」堤防の植木の剪定、雑草の処
分、清掃などの社会奉仕活動を定期
的に実施しています。この場所は、広
大な干潟が広がり「ラムサール条約」
の登録地でもあり、多くの渡り鳥の
中継地となっています。
　この貴重な、ふるさとの財産を守
り、後世に残すためこれからも奉仕
活動を続けていきます。

社会奉仕活動に汗を流す 【北鹿島地区】北鹿島老人クラブ連合会

　毎月、祐徳グラウンドで行っています。昨年度
は、「コロナ禍」で９回しか開催できませんでし
たが、今年度は、健康面に十分配慮しながら毎月
開催して、みなさん元気に楽しんでいます。
　しかしながら参加チームの減少で、ちょっぴり
寂しさを感じます。みなさんご多用と思います
が、ぜひ参加していただき和気あいあいと健康
維持に努めましょう。
　今年５月に開催された「市労連大会」では上
古枝チームが見事優勝しました。

寿グラウンドゴルフに参加を 【古枝地区】上古枝永寿会　会長　中村 俊昭
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改めて『老』・『老人』という言葉を考えてみると・・・・

　「龍宿浦（やのうら）クラブ」では、毎年１０月に会員と七浦小学校の１年生、２年生と「芋ほり収穫
交流体験」を開催しています。
　会員と子どもたちが一緒になって「ふとか芋の採れたー」と大きな声で叫んでいます。すると、大きな
拍手と歓声が上がり、みんなで大笑いしています。
　芋ほりが終わったら、子どもたちは、会員が準備した出来立ての「芋天ぷら」を「うまかー、うまかー」
とほおばり学校へ帰っていきました。帰りながら、「来年もくっよ、お願いします」と言ってくれました。
私たちも来年も元気で、子どもたちを迎えたいと思います。

　桜が満開の４月、毎年恒例の「花見グラウンド
ゴルフ」を開催しています。
　会員36人が集まり、昼食会と「お楽しみ抽選
会」をして楽しい一日を過ごしています。

芋ほり交流会 【七浦地区】龍宿浦クラブ　中村 憲詔
やのうら

コ ラ ム

（１）老いる、老ける（ふける）、年をとる　⇒　一般的な言葉のイメージ
　　「老化」「老衰」「老朽」「老廃」「老害」「老体」「老骨」「老後」
（２）年をとって「徳」の高いこと、豊富な「経験」を積むこと　⇒　こんな意味もある
　　・尊敬と畏敬を込めて　⇒「老師」「老練」「老成」「長老」「古老」「老獪」
　　・幕府や藩の要職、家格⇒「大老」「老中」「中老」「家老」「老公」「老君」
　　・他にも（伝統や歴史） ⇒「老舗（しにせ）」「老酒」「寿老人（七福神）」　など
　　　※『老人』とは、『人生の達人』のこと、
　　　　　その人の、生き方、価値観、意識で『老』の意味は、違ってくる・・・・！！
　　　※『老人クラブ』とは、豊富な『人生経験』を積み、年をとって、『徳』の高い人の集まり
　　　※『老人（人生の達人）』の活躍が期待され社会に不可欠な存在⇒地域社会の主役へ
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○鹿島市老人クラブ連合会

老人クラブ会員【寄稿】コーナー
出来ません。
　今、ロシアがウクライナを攻めて多くの子供達
まで殺されています。日本が敗戦になった時、私
は、満州ハルピンの国民学校の５年生でしたが
ロシア兵が家に来て連れて行かれそうになり、
大声で泣いて助かったこと、多くの日本人が難
民になり、寒さや飢えで亡くなり、その死体が、馬
車に積まれて郊外に運ばれるのを何度も見まし
た。そして、引揚げの船の中で亡くなった人は、
海に投げ込まれていました。
　戦争は絶対にだめです。政府は、国民の命と
暮らしを守ることを第一に考えて、外国とは、話
し合いで問題を解決し、どの国とも平和な関係
を保ち、戦争をしない
ことを強く望みます。

　私は、昭和８年生まれの年金生活の一人暮ら
しです。
　56歳まで子育てをしながら働き、両親や主人
の看病をして見送り、子供達も家庭を持ち、やっ
と自由な時間ができ、野菜作り、染色、小物作り
など楽しんでいましたが、数年前に脳梗塞になっ
て、クルマの運転も出来なくなり買物なども不自
由になりました。
　幸いなことに近所の方が野菜などをくださり、
買物にも連れて行ってくださって大変助かって
います。
　でも、年金は下がり、物価が上がり、今度は75
歳以上の医療費を２倍にすると政府が言ってい
るのは許せません。
　さらに日本は、核兵器禁止条約に署名、批准を
していません。そして軍事費を５兆円以上、佐賀
空港に自衛隊の「オスプレイ配備」など、全く賛成

私が今、望む事
【浜地区】新生寿会　倉崎 熙美子

が「お供しますよ」との言葉。また関西に住む孫と
も金沢駅で合流し心強い三人旅となる。
　翌日、旅の目的である曹洞宗大本山総持寺祖
院への参拝も叶えられた。静寂なたたずまい、威
厳と風格の古刹（こさつ）である。境内を廻った
後の門前そばの美味しかったこと。能登は熱かっ
たが、お天気は上々で、どこまでも青い海、孫の
運転も言うことなし。
　次男との二人旅は叶わなかったが、これは「一
期一会」の巡り合わせだったに違いない。

　石川県能登半島の中ほどに位置するこの寺
院は、曹洞宗（そうとうしゅう）の大本山として今
から700年ほど前に開かれ、大火によって横浜
に本山が移された後も、祖院として残された名
刹（めいさつ）である。
　私は、冗談半分で寺の住職である次男に「私
が死ぬまでに一度は祖院に連れて行ってほしい」
などと言ったりしていたが、この夏のこと、本当
に能登へ連れて行くという。「まさか」の話が実現
しそうなので、旅支度も早めに済ませ、もう旅気
分。ところがである。前日の朝になって寺のハプ
ニング発生。旅行は中止？、この歳で一人旅は
無理とあきらめかけたが、話を聞いた長男の嫁

総持寺祖院への旅
そう　じ　じ　そ　いん

【浜地区】野畠第二福寿会　森 伊佐
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さん　み  いったい
き元気に一日をスタートすることが出来たと思い
ます。
２．グラウンドゴルフで交流
　高齢者にとって運動不足の解消や絆の構築を
目的にＧＧは欠かせません。その方法や技術等を
伝えようと、夏休み中に数回は、子どもたち１０人
ほどと交流会を実施しました。育友会役員の方の
声かけで子どもたちが集まってくれるのです。
３．「山祇（やまずみ）神社」の奉仕作業
　これまでは久間の「志田焼の里」を訪れ、そこ
で絵付けやピザ焼き等の体験学習をしてきまし
たが、今年は１時間ではありましたが三位一体と
なって、地元の神社の草取りや清掃、雑巾がけに
汗を流しました。
　「子どもは地域の宝」です。私たちは今後とも
子どもクラブとの交流を継続しながら、子どもた
ちを地域で育てていきたいと思
います。
　その事が、私たちの健康維持
にも繋がると信じています。

　市労連の活動方針のひとつに「異世代間交
流」があります。高齢者として蓄積した経験や知
識、技術などを若い人たちに伝える事は有意義
な事として各老人クラブが取り組んでいるとこ
ろです。
　ここでは、上古枝永寿会が取り組んできた事
業の一端を紹介したいと思います。永寿会の会
員数は７０人。そして小中学生の子どもクラブは
約２０人です。
１．夏休みのラジオ体操
　今年度は、実施期間を前期４日間と後期４日間
の計８日間実施しました。この活動の主体は、育
友会で「老人クラブも参加してもらえますか」の
声かけに乗っかっているのが実情です。育友会、
老人クラブ、子どもクラブの会員の積極的参加
で、公民館の広場は満杯になり心地良い汗をか

三位一体で異世代間交流
【古枝地区】上古枝永寿会　会長 嬉野 通弘

をしながらの楽しい時間となっており、後はカラ
オケ教室に早変わりし会員相互の親睦がさらに
図られております。
　それから、例年であれば区内の小学生等との
異世代間交流も今年はコロナ感染症の状況を
見極めながら、８月２２日より２６日までの５日間、
早朝の清々しい空気を頂き
ながら元気な子供達と保護
者さん、さらに元気な老人ク
ラブの会員が、運動広場で
ラジオ体操を楽しく頑張っ
て交流を深めております。
　さらに８月の定例会では、鹿島市の「まちづく
り出前講座」による学習会を開催し、私たちの小
舟津区に保存されている古文書を紐解いて集落
の歴史等を、鹿島市図書館の高橋学芸員様に素
晴らしい講話をして頂き、小舟津区の成り立ちな
ど勉強することが出来ました。
　今後の行事計画も綱渡りの状態であり新米
会長としては心配が絶えませんが、会員各位の
心からのご協力により何とか務めさせてもらっ
ており感謝に堪えません。

　私たちの老人クラブ「鹿舟会」は、会則を見る
限り、昭和５７年１１月に発足し今年は４０周年の
大変記念すべき年となっています。
　歴代会長も今年新米会長となった私を入れて９
代目であり、１０年以上会長を務めて頂いた方から
３年程度で交代された方々など長短はありますが、
老人クラブ発展のため努力して頂いたお陰で今日
を迎えられており、諸先輩の方々に心からの感謝
を申し上げるべきと思っておりますし、記念すべき
４０周年行事をどのようにすべきか、コロナの状況
を見ながら計画を練りたいと思っております。
　また、野外活動では、熱い夏の日も寒い冬の
日も、自分たちの健康管理と親睦を深めるため、
小舟津運動広場での長年のグラウンドゴルフや
草花の管理などコロナに負けぬよう注意を払い
ながら延々と続いております。
　さらに屋内では、毎月の誕生会を開催し、会員
の長寿と健康を祝福するため祝謡を挙げて会食

４０周年を迎え
【鹿島地区】小舟津鹿舟会　会長 福田 輝凱

ろくしゅうかい
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会員文芸コーナー（力作紹介）
【俳 句】
　☆ 新涼の 波おだやかき 有明海　　下村 一馬（七浦）

　　　　　　　　　　☆ アゲマキを 知らぬ少年 夏休み
　　　　　　　　　　☆ 白サギの 干潟住いも 汚れなし
　　　　　　　　　　☆ 旧友と 古駅に会うや 青田風　　増田 芳之（七浦）

　☆ 雨止みて 虫の音響く 四重奏
　☆ 子の頬に 残るメットの 日焼けあと　　北村 富士子（七浦）

　　　　　　　　　　☆ 愛されし 母の扇子の 深痛み
　　　　　　　　　　☆ 銭葵 昔貧しき 網干場　　北村 美代子（七浦）

　☆ 目覚めれば 闇のうれしき 虫の宿
　☆ 空蝉の 明けくれの身を いたはれり　　橋村 清美（中牟田白光クラブ）

　　　　　　　　　　☆ 白菊に 活け替え今日も 恙なし
　　　　　　　　　　☆ 声かけて 夫に供ふる 今年米　　植松 豊子（中牟田白光クラブ）

　☆ 神の田の 水なめらかに 田植え待つ
　☆ 一管の 竿に始まる 御田植え　　栗山 敬子（中牟田白光クラブ）

　　　　　　　　　　☆ 山里の 棚田に早苗 彼岸花
　　　　　　　　　　☆ 里芋の 葉っぱに露玉 青かえる
　　　　　　　　　　☆ 小雨降る サルスベリの木 蝉時雨　峰松 健次郎（浜新町新生寿会）

　☆ 秋風鈴 聞こえてきたる 蔵の町
　☆ 晴天を 目指し高舞う 秋の蝶　　一ノ瀬 恵昭（浜新町新生寿会）

【川 柳】
　　　　　　　　☆ 夜布団の中で今日の反省 ゆっくり眠り輝く朝が来る
　　　　　　　　☆ グラウンドゴルフ ホールインワン狙ったつもりが玉はどこへやら
　　　　　　　　☆ 犬の散歩と言うけれど 散歩をさせてもらう事になり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤川 敏子（広平老人クラブ）

ふかいた

つつが

ぜにあほい
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社会医療法人

整形外科・リハビリテーション科・内科・麻酔科（別府俊介）

〒849-1311佐賀県鹿島市高津原3523-1
TEL0954-63-3063 HP:http://www.beppu-seikei.jp/

院長　別府俊介

長寿社会の健康を守る病院長寿社会の健康を守る病院

内科・消化器内科・循環器内科・呼吸器内科
放射線科・リハビリテーション科

鹿島市大字高津原602-3
TEL（0954）63-2538

理事長・院長

副院長

犬　塚　貞　孝
角　野　通　弘

医療法人

犬 塚 病 院

TEL:0954-63-5533

医療法人社団

別 府 整 形 外 科

別府整形外科　通所リハビリテーション

〒849-1311 佐賀県鹿島市大字高津原1867番地1  TEL 0954-63-1117 FAX  0954-63-1114

※ 診療時間につきまして、診療部門によって異なりますので

ホームページにてご確認ください。

泌 尿 器 科 ・ 皮 膚 科 ・ 内  科 ・ 消 化 器 内 科

循 環 器 内 科 ・ 形 成 外 科 ・ 放 射 線 科 ・ 外 科

国 道 2 0 7 号 線 鹿 島 バ イ パ ス 沿 い へ 令 和 2 年 1 2 月 に 移 転 ・ 開 院 し ま し た 。

URL : https://www.yuai-hc.jp
介護老人保健施設ケアコートゆうあい・・・・・・・・0954（63）5533
グループホームゆうあい １丁目・２丁目・・・・・・0954（63）5505
グループホームゆうあい ３丁目・・・・・・・・・・・・・・・0954（63）5506
特定施設レジデンスゆうあい・・・・・・・・・・・・・・・・・・0954（69）8315
小規模多機能ホームゆうあい・・・・・・・・・・・・・・・・・・0954（69）6110
小規模多機能ホームゆうあい サテライトゆうあい・・・0954（69）6540
デイサービスゆうあいさくら通り・・・・・・・・・・・・0954（62）6680
デイサービスゆうあい旭ヶ岡・・・・・・・・・・・・・・・・・・0954（62）2707
デイサービスゆうあい谷所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0954（66）3122
デイサービスゆうあい七浦・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0954（69）8181
デイサービスゆうあい古枝・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0954（69）5588
ゆうあい介護保険サービス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0954（63）3339
ヘルパーステーション
在宅ケアサポートゆうあい・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0954（63）5533
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TEL 0954-62-2171

　

えごし歯科医院
〒849 - 1 3 12　鹿島市大字納富分 1350 - 1
T E L 0 9 54 - 6 9 - 8 1 00　FAX0954 - 6 9 - 8 1 13

歯科・小児歯科
峰松歯科医院
佐賀県鹿島市大字納富分 3184-4
TEL0954-69-8020

診療時間／AM9:30～PM1:00
　　　　　 PM2:30～PM7:00
休診日／日曜日・祝祭日、土曜日午後

広告協賛へのお礼

〒849-1311 佐賀県鹿島市大字高津原4326-1
鹿島市民交流プラザ「かたらい」３Ｆ

社会福祉法人　鹿島市社会福祉協議会
　　　　  TEL 0954-62-2447（事務局）

鹿島市老人クラブ連合会
　　　　  TEL 0954-62-3390（事務局）

　この広報誌は、春と秋の年２回、鹿島市内の全ご家庭にお届けすることにしております。
　今回の広報誌は、試験的に「鹿島市社会福祉協議会」と「鹿島市老人クラブ連合会」が合
同で作成しています。
　市内外の多くの企業様、事業所様等のご支援をいただき、この広報誌を発行することが出
来ました。心からお礼申し上げます。

令和４年（2022年）12月

鹿島市民交流プラザ「かたらい」

1泊からでもご利用いただけます

社会福祉法人 梅生会
好日の園ショートステイ　TEL62-5201

旅行や
出張の間

冠婚葬祭
で留守

介護者の
休養

台風や
大雪
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代表取締役社長　光武　渉
〒849-1314
　佐賀県鹿島市大字山浦丁 1430 番地 30
TEL:0954-63-3236　FAX:0954-63-3240

ハイテク技術の液圧プレス

代表取締役社長　森　孝一
Head Office: 鹿島市大字井手2078
http://www.moriiron.com

Office: 東京・愛知・大阪・韓国・カナダ・中国・タイ

3,850

https://www.yutoku.jp

高圧電気工事部・電気保安管理部

代表取締役 髙松茂信
☎  0954-62-0305
FAX 0954-62-4676

ＤＸでのまちづくり ～自発・自立・自走～

誰一人取り残さない

　　　　人に優しいデジタルのまちづくり

〒８４９－１３１１　佐賀県鹿島市大字高津原４３２６－１
ＴＥＬ ０９５４－６２－２４４７（鹿島市社協内）
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0979-83-2368

森田泰三郎

もりた歯科医院
医療法人

院長　森田　興司
　　　森田　興輝

佐賀県鹿島市大字高津原 3752 番地 7
TEL　0954-62-4182

・一般歯科　・口腔外科
・予防歯科　・小児歯科

本店　鹿島市大字高津原4002
TEL 0954-63-1616（代）

くらしに水と空気を考える企業

道の駅　鹿島

株式会社  七浦
佐賀県鹿島市大字音成甲 4427-6
TEL　0954-63-1768
FAX　0954-63-1788
http://michinoekikashima.jp

重点道の駅選定 !!
日々進化（深化）する

849-1321
鹿島市古枝甲837-2
TEL　63-9234
日祭日・第 4土曜日は休診

中 村 医 院
NAKAMURA CLINIC

代表取締役　中  尾　　満

〒849-1321 佐賀県鹿島市古枝乙544番地1
TEL 0954-62-0716・FAX 0954-62-0724
E-mai l：info@ta i ra f lower. jp

タイラフラワー株式会社

〒849-1311　佐賀県鹿島市大字高津原 4326番地 1　鹿島市民交流プラザ (3F)
社会福祉法人　鹿島市社会福祉協議会

TEL 0954-62-2447　FAX 0954-62-3959

〒849-1303
佐賀県鹿島市大字森1598番地
T E L 　： 0 9 5 4 - 6 2 - 9 2 5 7
F A X ： 0 9 5 4 - 6 3 - 7 3 2 3
E-mail：nakaoken@po.asunet.ne.jp

㈱カシマ昭和
石油ガス




